
 

 

飯塚普及指導センター       令和８年６月 29 日 

 

 

 

 

 
トマト現地互評会を実施 

－ トマトの高温対策について検討 － 

 

JA ふくおか嘉穂トマト部会は、月に一度、現地互評会を実施しています。今回は６月

12 日に、部会員６名、JA、普及指導センターで各部会員のトマト生産ほ場を巡回して、

生育状況を確認し、今後の栽培管理について意見交換を行いました。 

近年、夏季高温による日焼け果の発生が目立っていることから、普及指導センターから

は高温対策について説明を行いました。 

特に今年は、部会員の内 3 名は、遮熱資材を導入しており、導入農家からは作業性改善

等の効果について説明がありました。また、環境測定機器を用いてハウス内の温度低下の

データを確認しながら、活発な議論が展開されました。 

同部会はふくおかエコ農産物認証を取得し、市場からの評価も高いため、今後も高品質

なトマトの出荷が求められています。普及指導センターは、今後もトマトの高品質・安定

生産に向けた栽培技術の向上を支援していきます。 

※ふくおかエコ農産物認証制度とは、化学合成農薬の散布回数と化学肥料の使用量をともに県基準  

の半分以下で生産する栽培計画を認証する制度です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7 号 

問合せ先 

  ＴＥＬ  ０９４８（２３）４１５４ 

  ＦＡＸ  ０９４８（２９）４８６６ 

    e-mail iizuka-dlc@pref.fukuoka.lg.jp 

  園芸課 野菜係 

現地互評会の様子 環境測定機器 


